
















我々はアンケート方式により全国の国立療養所入院中の腎疾患患児の医療と教育の実態に

つき、実態調査を実施した。施設、教育とも実態は日本の現状からみて不十分であり、今

後早急な改善が必要と考えられる。また、生活管理等においては各施設間の調整により改

善すべき点がみられ、今後研究班のもとで話し合っていく必要性が明確にされた。


